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な
比
較
が

行
わ
れ

る

こ

と
が

知
ら
れ
て

い

る
。

当
然
利
益
配
分
の

場

合
に

は
、

内

集
団
の

メ

ン

バ

ー

に

よ

り
多
く
配
分
し
よ

う
と

す
る

が、

時
に

は

自

分
た
ち
の

利
益
を

犠
牲
に

し

て

で

も
外
集

団
よ

り
優

位
に

立
と
う
と
す

る
、

と
い

う
興
味
深
い

現
象
が

観
察
さ
れ
る

。

こ

の

外

見
上
の

「

矛

盾
」

は、

人

間
は

個
人
的

利
益
を
最

大
に

す
る

よ

う
に

合
理

的
に

行

為
す
る

は

ず
だ
と
い

う
、

伝
統
的
な

（

近

代
的）

人
間

観
の

限
界
を

示
す
も
の

で

あ

る
。

し
か
し

、

社
会
的
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

理
論
を
援

用
す
る

と、

こ

の

外

見
上
の

「

矛

盾
」

は

説
明
可

能
な
も
の

と

な
る．．

　
ヨ

シ

ヤ

の

改
革
の

担
い

于
は

多
様
な
社
会

集
団
か
ら

成
っ

て

い

た

と
考

え
ら
れ
る

が
、

王
と

祭
司
に

つ

い

て

の

規
定
は
と
り
わ

け
異
彩
を
放
っ

て

い

る
。

そ
れ
ら
は

、

王
に

つ

い

て

も
祭
司
に
つ

い

て

も

自
分
た
ち
の

権
利

制
限
を

進
ん

で

受
容
す
る

こ

と
を
前
提
し
な
け
れ
ば

成
立
し
な
い

内
容
と

な
っ

て

い

る
。

王

に
は

自
分
の

た

め

に

馬
［

軍
事
力
］

・

妻
・

金

銀
を
増

や

す
こ

と
が
禁
止
さ
れ

て

い

る

（
金
銀
に
つ

い

て

は

「

過
剰
に

増
や

す
こ

と
」

）
。

そ
し
て

祭
司
に

つ

い

て

は

土
地
所
有
の

禁
止
が

規
定
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ
ら
は
ど

う
説
明
で

き
る
の

だ
ろ

う
か

。

ま
ず
土
に
つ

い

て

で

あ
る

が、

積
極
的

要
因
と
し
て

は
、

古
代
近
東
の

「

王
の

理
想
」

が

あ
げ
ら
れ
る

。

古
代
近

東
の

土
た

ち
は
、

弱
者
や
貧
者
を
救
い

正
義
を
実

現
す
る

、

と
い

う
理
想
を

持
っ

て

い

た

が、

ユ

ダ
王

も
そ
の

影
響
を

受
け

て

い

た

こ

と
が
明
白
で

あ
る

。

そ
し
て

そ
の

こ

と

は

弱
者
や
貧
者
を

救
う

た
め

に

自
分
の

権
利
を

制
限

す
る

規
定
を
受
け
入
れ
る、

と

い

う
こ

と
を

可
能
に

し
た
か
も
し
れ
な
い

。

そ
れ
は
、

杜
会
的
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

を

肯
定
的
に

高
め
る

効

果
が
あ
っ

た

だ

ろ

う。

さ
ら
に
、

消
極
的
要
因
と

し

て

は
、

古
代
近

東
の

下
た
ち
と
は

異
な

り、

ユ

ダ
の

王
権
が
も
と

も
と

比

較
的
弱
か
っ

た

と
い

う
こ

と

が
あ
る
。

古
代
イ
ス

ラ

エ

ル

の

王

は
、

む
し

ろ

古
代
ギ
リ

シ

ア

の

王
と
似
た
状

況
に

あ
っ

た
。

祭
司
に

つ

い

て

は

エ

ル

サ
レ

ム

祭
司
と
地

方
祭
司
を

分
け
て

考
え
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

ヨ

シ

ヤ

改

革
に

お

け
る

祭
儀
集
中
に
よ
っ

て
、

エ

ル

サ

レ

ム

祭
司
は

祭
儀
を

独
占

す
る
こ

と

に

な
る

。

そ
れ
は、

十
地

所
有
放
棄
を

補
っ

て

余
り
あ
る

利
益

を
も
た
ら
し

た
か
も
し
れ
ず、

伝

統
的
な
人

間
観
に

よ
っ

て

も

理
解
可
能

で

あ
る

。

し

か
し

、

地
方
祭
司
が

祭
儀
集
中
を

受
け
入
れ
土

地

所
有
放
棄

を

受
け
入
れ

る
と

い

う
の

は
、

理

解
し
が

た
い

。

な
ぜ
な
ら

、

地
方
に

お

い

て

彼
ら
は
事
実
上
失
業
す
る

か
ら
で

あ
る

。

し
か
し

、

申
命
記
の

規
定

に

よ
れ
ば
、

地
方
祭
司
は

エ

ル

サ
レ

ム

祭
司
と

同
様
に

、

エ

ル

サ

レ

ム

で

祭
司
と
し
て

祭

儀
に

参
加
で

き
る
こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

は
、

地
方

祭
司
の

社
会
的
地
位
を

エ

ル

サ
レ

ム

祭
司
と

同
等
に

引
き
上

げ
る

こ

と
を

意
味
し
て

お
り、

社
会
的
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

理
論
か
ら、

充

分
理

解
可

能
と

な
る

。

　
以
上
検
討
し
て

き
た

よ

う
に

、

申
命
記
の
一

見
非
現
実

的
な

祭
司
と

王

に

関
す
る

規
定
は

説
明
可
能
で

あ
る

。

杜
会
的
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

理
論

は
、

聖

書
研
究
に

と
っ

て
、

歴

史
性
を

判

断
す
る

根

拠
と

は

な
ら

な
い

が、

現
実
性
の

有
無
を

判
断
す
る
根
拠
と

な
り
え
る
も
の

と
し
て

有
望
で

あ
る

。ユ

ダ

ヤ

教
聖

書
解
釈
に

お

け
る

　
「

預
言
者
」

と

「

祭
司
」

の

パ

ラ

ダ
イ

ム

勝

　
又

　
悦

　
子

一
　

本
稿
の

目

的
冖

近
代
ユ

ダ

ヤ
学
の

創
始
で

あ
る

ツ

ン

ツ

が
、
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神
殿
崩

壊
以
降
の

ラ

ビ

た
ち
の

聖

書
解

釈
の

営
為
を
預
言
者
の

活
動
の

継

承
と

見
な
し

た

り
、

次
世

代
の

レ

オ
・
ベ

ッ

ク

が
ユ

ダ
ヤ

教
の

中
心
に

預

言
運
動
を
位
置

付
け
て

い

る

よ

う
に

「

預
言

な
る

も
の
」

へ

の

重
視
が
目

立
つ

。

他
方

、

彼
ら
は
ユ

ダ

ヤ

教
の

祭
司
的

側
面
に

は
沈
黙
し
て

い

る
。

本
稿
は

、

ツ

ン

ツ

ら
が

ユ

ダ

ヤ

学
の

重

要
な

分
野
と

し
た

聖
書
解
釈

等
の

冂

伝
ト
ー

ラ

ー

の

中
で

、

預
言

者
・

祭
司
の

記
述
を
収
集
し、

将
来

的
に

ユ

ダ
ヤ

学
創
始

者
の

イ
デ

オ

ロ

ギ

ー

を

検
証
す
る

た

め
の

予
備
的

考
察
で

あ
る

。

　
二

　
計
量
上
の

示

唆
冖

謁
笥

熔
§
怨

℃
、

ミ
帖

ミ

竃
メ

N9

じU
鋤一

守
コ

ご
巳
く

興
』・一
蔓

に

て、

ラ

ビ
・

ユ

ダ

ヤ

教
文
献
の

範
囲
で

、

語

根
で

祭
司

（

内
団
Z）

、

預
∋

只
乞
bd
＞）
の

検
索
を
か

け
る

と

（
派
生

語、

接
尾
辞

、

接

頭

語、

前

置
詞
等

を
付
随

す
る

も
の

も
含
む
）

、

囚
寓
冥

に

つ

い

て

は
一

五
六

〇
一

例
が

、

Z
¢d
＞

の

六

八
一

七
例
の

用
例

が
ヒ

ッ

ト

す
る

。

つ

ま

り
、

ラ

ビ

文
献
全

休
と
し
て

み

れ
ば、

内
口
Z
の

言

及
回

数
が
圧
倒

的
に

多
く

、

「

祭
司
」

に
関
わ
る

事
柄
に

比

較
し
て

、

「
預
言
」

に

関
わ
る

事
柄

が

著
し

く
重

要
性
を

要
し

て

い

る

と
い

う
こ

と

は

言
え
な

い
。

文
献
の

ジ

ャ

ン

ル

別
で

考
え
る

と
、

ど

ち

ら
も
ミ

ド
ラ

シ
ュ

・

ア

ガ

ダ
ー

（

聖

書
解

釈
）

で

の

預
言
が

多
い

も
の

の
、

預
言
に

つ

い

て

は
、

特
に

こ

の

ミ

ド
ラ

シ
ュ

・

ア

ガ

ダ

ー

で

の

言
及
が
、

総
言
及
数
の

八

割
に

及
ぶ

こ

と
が

わ
か

っ

た
。

ミ

シ
ュ

ナ
・

ト

セ

フ

タ

な
ど

様
々

な
実
際
生

活
に

関
わ
る

法
規
集

の

ジ

ャ

ン

ル

で

は
、
、

預
言
者、

預
言
は
、

あ
ま
り
話
題
に

な
ら
な

い

と
い

う
こ

と
、

ど
ち
ら

か

と

言
え
ば
、

聖
書
解
釈
の

よ

う
に
、

ユ

ダ
ヤ

教
の

中

で

は

理
念

的
議
論
に

な

り
う
る

分
野
に

お
い

て
、

「

預
言
」

は

話
題
に

な

る

と
い

う
こ

と
が

示
唆
さ
れ
る
。

更
に
、

ミ

ド
ラ

シ
ュ

・

ア

ガ
ダ

ー

の

中

で

も
、

「

預
言
」

は
、

ヤ
ル

ク
ー

ト
な
ど

、

よ

り
後
代
編
纂
さ

れ

た

ミ

ド
ラ

シ
ュ

・

コ

レ

ク
シ

ョ

ン

で

言
及
さ
れ
る

こ

と

が

多
く
な
る

。

以
上

よ

り、

計
量
的
観
点
か
ら
は
、

タ

ナ
イ
ー

ム
、

ア

モ

ラ

イ

ー

ム

時
代
の

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ
教
文
献
全
体
の

見
取
り
図
の

中
で

は
、
、

預
言
者
・

預
言
は
、

祭

司
に

比
較
し
て

重
要
な
テ

ー

マ

で

あ
っ

た
と

は

言
い

難
い
。

む
し
ろ、

祭
司、

祭
司
職
に

関
わ

る

事
柄
の

方
が
し
ば
し
ば

口

に

上

る

話
題
で

あ
っ

た
よ

う

に

思
わ
れ
る

。

勿
論、

計
量
的
示

唆
は

あ
く
ま
で

目
安
に
過
ぎ
な
い

。

　
三

　
資
料
解
読
冖

上
記
の

検
索
過
程
で

目
に

つ

い

た
資
料
か
ら

い

く
つ

か
を
解
析
す
る

。

・

祭
司
と

預
言

者
冖

祭
司
と

預
言

者
が
ペ

ア

で

挙
げ
ら
れ
て

い

る

用

例
が

散
見
さ
れ
る

が、

歴

史
的
な

事
象
に

結
び

つ

け
る
場
合
が

多
い

よ

う
で

あ

る
。

特
に、

哀

歌
二

・

二

〇
「

祭
司

や

預
言
者
が
主
の

聖

所
で

殺
さ

れ
て

い

る

の

で

す
」

に

端
を
発
し

、

こ

れ

を
ゼ

カ

リ

ヤ
と

読
む

解
釈
が

多
数
見

出
さ
れ

る
。

し
か
し
、

特
に

こ

こ

で

預

言
者
の

側
面
が
重

視
さ

れ
る

こ

と

は
な
い

。

・

硬．＝
口

者
と

賢
者
冖

こ

の

二

つ

の

組
み

合
わ
せ

を
擁
す
る

資
料
で

注
目
す

べ

き
は

「

第
二

神
殿
崩
壊
後、

預一
三
冂

は

預
言
者
か
ら

取
り
去
ら

れ、

賢
者

に

与
え
ら
れ

た
」

と
い

う
伝
承
で

あ
る

（

バ

ビ

ロ

ニ

ア
・

タ

ル

ム

ー

ド、

バ

バ

・

バ

ト
ラ
一

二

a
）

。

こ

の

伝
承
は
、

ツ

ン

ツ

の

主

張
と

重
な

る
よ

う
だ
が

、

し

か

し、

ア

モ

ラ

イ

ー

ム

時
代
の

文
献
に

お

い

て

は
、

平
行
記

事
は

極
め

て

少
な
い
。

こ

の

解
釈
の

根
拠
に

な
っ

た
詩

篇
九
〇
・

＝
一
の

引
用
例
も

少
な

く、

詩
篇
に

つ

い

て

の

解
釈
の

コ

レ

ク

シ
ョ

ン

で

あ
る

詩

編
ミ

ド

ラ

シ
ュ

に
も
な
い

。

ま
た
、

こ

の

伝
承
を

伝
え
る

ハ

イ
フ

ァ

の

ラ

ビ
・

ア

ブ

ダ

ミ

は
、

ラ

ビ

文
献
中
殆
ど

言
及
さ

れ
な
い

マ

イ
ナ
ー
な
ラ

ビ

で

あ
る

。

し

か

し、

中
世
以
降
の

文
献
で

は
、

こ

の

伝
承
は

言

及
回
数
が

増
え
て

い

く。

特
に

レ

ス

ポ
ン

サ

文
学
で

は
、

何
度
も

言
及
さ
れ

て

い
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る
。

バ

ビ

ロ

ニ

ア
・

タ

ル

ム

ー

ド
時
代
編
纂

時
に

は
、

特
に

平

行
記

事
も

な

か
っ

た

伝

承
が、

後
年
重
要
性
を

増
し
て

い

っ

た

構
図
が

推
察
さ
れ

る
。

他
方

、

民
数
記
ラ

ッ

パ

ニ

○
・
一

他
で

は

祭
司
の

代
わ
り
に

賢

者
を

位

置
づ

け
る

傾

向
が

あ
る
。

　
四

　
結
論
冖

計
量

的
な

予
備

考
察
で

あ
り、

今
後

、

膨
大
な
用
例
を
当

た
る

必

要
が

あ
る

が
、

ラ

ビ

文

献
と
さ
れ
る

ジ
ャ

ン

ル

全
体
で

は、

近
代

ユ

ダ

ヤ

学
が

想

定
す
る

ほ

ど
、

預
言
者
・

預二．
門

が
重
大
な
位
置
を
占
め
て

い

る

わ

け
で

は
な
い

。

他
方、

祭
司
を

賢
者
に

置
換
す
る

レ

ト
リ

ッ

ク

も

働
い

て

い

る

よ

う
だ

。

芸
術
と

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

　

　
　

美
大
生
へ

の

質
問
紙
調
査
か
ら

久

保

田

力

　

今
日

の

日

本
の

宗
教
意
識
の

現
状
は

、

一

九
九

〇

年
代
ま
で

の

よ

う

に
、

特

定
の

宗

教
教

団
に

属
し

て

活
動
を
行

う
の

で

は
な
く、

個
人
が
そ

れ
ぞ

れ
の

生
活
の

場
に

根
ざ
し

た
、

芸
術
創
作
や
癒
し
や

救
い

の

た

め
の

白

助
集

団
活
動
な
ど
に

よ
っ

て、

い

わ

ば

草
の

根
的
な
も
の

へ

と

変
容
し

て

き
て

お

り、

そ

れ
に

つ

れ
て

い

わ

ゆ
る
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

な
も
の
、

「

精
神
世
界
」

な
る

も
の

へ

の

関
心
も

深
ま
っ

て

き
て

い

る
。

　

本
稿
で

は、

そ
の

よ

う
な
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
テ

ィ

へ

の

関
心
の

深
ま
り

と、

芸

術
・

デ

ザ
イ
ン

の

創
作
の

志
向
性
が
い

か
に

関
係
し
て

い

る

の

か

否
か
と

い

う
問
題
意
識
に

基
づ

い

て
、

筆
者
の

奉
職
す
る

芸
術
大
学
（

東

北
芸
術
工

科
大

学）

に

お
い

て、

約
七

六
〇

名
の

学
生
（
全
学
生
数
の

約

四

割
）

を

対
象
に

し

た

質
問
紙
調
査
を
二

〇

三

年
冖

月
に

実
施
し

た
。

そ
の

集
計
結
果
と

分
析
の
一

部
の

報
告
を

行
い

た

い
。

　
こ

の

調
査
は、

二

〇
一

〇
年
一

月
に

続
い

て

二

回
目

に

な

る
。

一

回
目

の

予
備

調
査

時
の

質
問
紙
は

四
卜
一

問
で

あ
っ

た

が
（
約
二

二

〇

名
対

象．、

そ
の

結
果
に

つ

い

て

は

『

論
集
（
印
度
学

宗
教
学
会）
』

】】、
七

号、

二

〇
一

〇

参
照
）

、

今
年
二

〇

＝

年
一

月
の

本
調
査
の

質
問
項
目
は

約

半

数
近
く
を
改

変
し、

全
四
卜
六
間
に
し
た

。

一

般
的
な
ス

ピ

チ
ュ

ア

ル

に

関
す
る

問
い

と

と
も
に、

こ

こ

で

特
に

重

視
し

た
こ

と
は

、

現
代
の

霊

魂

観
（
問
1）

と
、

ま
た、

生
・

死
・

死

後
に

つ

い

て

抱

く
そ
れ

ぞ
れ

の

色
の

イ
メ

ー

ジ
（
問
2
〜
4
）

で

あ
る

。

全

体
の

集
計
結
果
と
そ

の

分
析

に

つ

い

て

は
別

途
報
告
を
予
定
し
て

い

る
（
『

東
北
芸
術
工

科
大
学
紀
要
』

一

八
・
一

九
合

併
号、

二

〇
一
一
）

。

こ

こ

で

は
、

結
果
と

分
析
の
一

端

を
報

告
す
る

に

留
め
る
。

　

問
1
に

お
い

て
、

「

魂
（

霊
魂）

を
別
の、
言

葉
で

言
い

換
え
る

と

す
れ

ば
ど

れ
が
最
も
近
い

と

思
い

ま

す
か

。

あ
て

は

ま
る

も
の

に
一

つ

だ

け
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
感
情、

2
命
（
生

命）
、

3
心
（

意
識
）

、

4
精

神
、

5
人
格、

6
力、

7
価
値、

8
知
性、

9
理
性、

10
そ
の

他
（
自
由

記
述
ご

を

問
う
た

。

そ
の

結

果
は
、

ま

ず
男
女
と
も

に
「

4
精

神
」

が

最
も

多
く
（
約
三

四
％

）

、

二

位
は

「

3
心
（
意
識
ご

（

二

七
％）
、

三

位

が
「

2
命
〔

生

命）
」

で

あ
っ

た
。

こ

れ
と

全

く
同
様
の

傾
向
が
二

つ

の

学
部
別
比
率
結
呆
（

芸

術
学
部
と
デ

ザ
イ
ン

工

学
部）

で

も
見
ら

れ
た

。

こ

の

こ

と

か
ら
、

現
代
的
霊

性
の

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し
て、

精
神

、

心
（
意

識）
、

命
（

生

命）

の

三

つ

が
挙

げ
ら
れ
る

。

思
想
史

的
に

考
察

す
る

な

ら
ば
、

こ

れ
ら

の

三

つ

の

概
念
は

、

「

精
神
・

心
」

と
、

「

命
」

と
い

う
大

き
く
二

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

分

け
ら

れ
る

。

と
い

う
の

は
、

前
二

者
は
、

314（1148）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


